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基研の皆 さんお変 りないことと思い享すo OxfoTdへ来て早 くも6ケ月た
ってしまいましたが元気でやっ ています｡ もっ とも初めの 3ケ月ほどは新 し
く覚えるべ きこと (但､日本では役に立たない)があまり多 くて､ その時は
なか'なか充実 し･た有効な時間のように感じられたのですが､ この頃は烏 を付
けないと1と月位簡単に過ぎてしまいます｡
こちらは今丁度 丑aster vacation で 4月 1日から第 3,学廟の'Trinity
term が始ま ります｡学期の名所は中世以来 の難か しい名前がついていて､
10-12月の第 1学期はMichaelmaSlmiklmas]term , 1-3月の 2学期が
Hilary term とい う具合で､ Canbrigeはまた別の名称のようです. 令
学期の中に8週間ずつのFull ヤermがあって､講義やセ ミナーはその間に
集中 して行われますが､ 1ecturerは二遇2-5時間二の講義を･担当 します L,
undergraduateを個人指導するの もこの期問ですか ら､猿か ら見ていて
ち (本人に言わせば無論のこと)まことに忙がしそうですO大学院の学生は
各 もermいっぱいは出て iるようで､研究室が ビック f]す る1aは Christmas
ぬ ster とも1週間足 らずの ようです｡
僕の属 しているDept.of Theor. Phys.は去-年月i~rmingha皿 か ら移
らたProf.fieierlsが headでいわばC1areld-oTtLabor･a七O,rly の 分家
みたいなもので､図書室他の設備や幾つかのセ ミナーは共通です0本家の主
人は iJrof. Bleaney:.他 に Dept Qf Ntci Phys.(Prof.Wilkinson)
がやは り分家格で､ Plasma の Prof.ThoTrlp∫SOn.素粒子の Prc,f_Daエit-蛋












きりしな･い.くらいの工事振 りです.0Ⅹford最新の ビルの 1つ 9'階建の
EngineeringDeptは 7年かかったそうで､気はしないことです｡
Deptには講義を担当 している人が十数人､僕のよ うな もemporary な人
が10人位居て､ SeniorSもaff'といわれています ｡ 大学院の学生の中に
もcoliegeではfeユ1｡W(又はdon と呼ばれて､食事の時は-Tligh table
に 坐 る)で学生を持っている人 もいます｡.こうい う肩書きはいろいろな場合
に形式的 ,実質的 に (外線電話が使え_るとか､park土ngの制限がゆるい と
か)物を言 う申げです o ある人0?話では､ 0Ⅹfordでは､ 0Ⅹford,Ca-nb-
rige ,Trinity a.liege(Dublin)の学位だけ正式の学位 と屈 めること
になっているそうで､正式の場合には､例えばMrMendelssohn･となりま.
すo僕などつい習慣的に博士だろうと.なかろ.うとどうで もよく考えてしまう
のですが､ secreもariesはよく覚えていて決 して間違えませんO互 に話を
す る時はそんな差別は問題にならないことは無論で, Peierle は僕よりほ_
んの少 し背が高いだけですし､話がし易い人の一人です.
こうい う伝統 も少 しずつ変 りつつあるので､例 えば､今ではscience 酪 '
係の講義はガウンを着ないで出席 してよいことになっています し､ 2年ほど
前か ら､入学試験の Classicsの科目 (Latin orG-rea汝)も必須でな く
なりました.また現在､男子27(?)女子5のいわゆるcollege の よう なも
の (名前はcollegeで もco11egeのようでなかった り､別の名前で も
collegeのような ものがあ りますか ら数など数 えない方が無難ですが)▲がL=
ありますが､男子のcollegeに女子の 入学を許すかどうかが 目下の論点
の 1つであるといった具合ですO どれ 11っをとって も700年の間に掲釆上
った伝統を覆がえすのですか らさぞかし大変だろうと思います｡
大学院 の学生の約半数は外国人で (common-wealth以外の人 もたくさん
います)0 Clarendon も含めたメムバ- (僕の知る限 りで)の中にいない









れがその中で も最 もcosmop'ol-itailで､ ベルギー iカナダ ;イン ド,日本
とい う具合です.日本からは始 ndblsschnの所に吉田育之さん が来てお :-ー
られます し､Harwellの高田さん も時々セ ミ､ナ～に現われますか ら､まる
一月日本語を話 さなかったということは未だかつておりませんO亘れ で も
甘ri七もen Japaneseの能力が底下 しつつあるIことは碇実で､手鑑を書 きな
がち漢字 を思い出せないこ とがしばしばあり､二十何年かかつて身右とづけた
日本語の素養がいかに洗いもlo)か痛感 してい･ます ｡
物理の内容は苧eierls以一下切 核-,Da-1ik勉の素粒子 ,乞er flaar､一派
の多体問題 ,弐11i-O土七のグループの蘭鋳 といったところで､~最後のが最 も
小人数です0-万､∴LClarendonの方はほ とん どー全知が物性実験 セすから､
理論星に話を持ち込むとしたらEllio扇 ､しかいないとい うことにな ります
がo理論共通a)セ ミナーが あるので､今はや りのSU3 の話など聞 く機会が
多 く､耳学問にはなりますが､ 繁 簡 睦め勉強は何をしたのだ?-と物性研へ帰
ってか ら言われないように努力しないどいけません｡
多少青い話になりますが､ 1月 1日か らfirisも01 で S一〇ユid sーtateの学
会があって出席 しましたが;. このよう'な広い分野の集まりは初めての もので ,
評判がよければ今後 も続けるとい う話ですO 組織委員会の方針に よる ものだ､-
そうですが､ プログラムは宜ユe-ctrons､inMeも'als の sessi';onが全件の
1/3位を占め､半導体 と格子欠陥が､それに準いや｢残 りはresonance ,
ne-ユtro首,'誘電体 ,supe~T,Jhelitim 等の小 さい sessiもn'といった所で′
日本の物性の分科会 とは大分色盲が違います.一応国内の学会ですが, アメ
リカをはじめ外国からの参加者 もかな り多 く, conferenc.edinnerで
Sboenbergが十数ケ国語で簡単な挨拶 をして喝釆 を受けました｡ 日本人は
LPnd.onか ら志水さん ,･Haiwe11-か ら岡崎 さん ,Sheffieldから三沢さ
ん ,0Ⅹfordから書蘭 きんと僕 と大 した勢力でした｡
外国 といえば12月には∴ Birminghanの physiologyの professor
がチームごとアメリカへ移 る計画 を発表 したのをき､つかけに､物理では





Britain'と呼びます O 関係大 臣などは T設備や俸給では到底敵わないので､
要はその一員であることに満足 を感 じるような社会を作 ることにある"とか.
t世界をget ar'ound'す るのこそイギ リスの伝統である"愉快な答弁 もしま10
今始まった問題で もないし､いずれ帰って くる人 も多 く､そ もそも科学は
international なのだか ら､ と大 して重要視 しない人が多いようです｡テ
レビの interviewerは本人の所へ出かけていって､ q1人の科学者 を養成す
るのに2万ポン ドか ゝるといわれているが､我々 もax payerと,しては大きな
Lossに思えるが どうか"など遠慮なく質問 します.一般にdiscussion と
か interviev とか､僕が英語のニュアンスを理解 しないせい もあると思いま
すが､ ズバ リ聞 くので見ていて面白く､(他人事だか ら) しかし気の毒です｡
t‡dont know"などと言えば､意見がない等はない という具合にやられま
す O
･最近はとぅい う社会や政治の ことも少 しわかるようになってきましたが､新
聞に出る日本か らのニュースはあま 狛こ少な く､カメラとラジオと事故の国だ
とい うの も､ もつ ともな話だ と思います｡時々､潜水艦寄港問題はどうなった
だろ うか ,新東海道線は どの位進んだろ うか等 と考えるのですが､正直な話､
今年は大鶴が何回優勝 す るか とい うことよりは､こちらの プロサッカーで どの
チ-李が優防するかの方が毎 日聞か され読 まされ るだけに気になることは確か
です｡.
とり-_とめのない話ばか りですが､そもそもgenera_i reviewなど通庸 しな
い国か,らの ととですから､多分お許 LI顕 える もの-と思います｡
ではお元気で｡
l1 1
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